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Abstract

On  15 Mag  2004, we  found  a carcass of cuckoo  species, probably depredated, in a forest on Mt.

Rokko.  We  also found  a fresh egg  with the carcass. The  cuckoo  was  identified as the Oriental

Cuckoo  Cuculus  saturatus by  the body  size, color pattern of the tail feathers, and characteristic

color pattern of the wing-edge. The  egg was  also identified as that of the Oriental Cuckoo  by its

size and  shape. Although  we  did not find a nest parasitized by  the Oriental Cuckoo, these facts

strongly suggest that the Oriental Cuckoo  breeds in the forests of Mt. Rokko, where  it has been

considered not to breed.
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日本国内では, ジュウイチCuculus  fugax, カッコウ

C. canorus, ツツドリC. satur計us, ホトトギスC.

poliocephalus, の4 種のカッコウ属の島が夏鳥として

渡来し繁殖する(囗本鳥学会,2000). 兵庫県下では, こ

れらすべての種が繁殖することが知られているが(江崎・

和田, 2002), 南部の六甲山系では, ホトトギスが繁殖す

るだけで, 他の3 種は春秋の渡りの時期のみ観察される

にとどまる( 日本野鳥の会兵庫県支部, 1996).

2004年5 月15日午前11時ごろ, 著者らは六甲山系の東

部に位置する芦屋市奥池地区(34°4ダN, 135°18'E)でカッ

コウ類の死体を発見した. 頭部・翼・尾羽と体羽を残し

て, 他の部分は一切見られなかったので, 外敵に襲われ

捕食されたと考えられるが, 同時に死体の羽毛にくるま

れるように卵が1 つ落ちているのが確認された( 図1).

鳥類の卵殻は産み落とされる直前に完成するので

(Campbell and Lack, 1985), この島は, 他の島の巣

に托卵しようとする直前に捕食者に襲われ死亡したもの

ということになる.

この鳥の翼長は197mm あり, カッコウ類4 種のうち,

もっとも小型のホトトギスではない(樋口ほか, 1997).ま

た, 他の3 種のうち, ジュウイチは特異な尾羽の模様を

もっており, これとも明らかに異なる( 笹川,2001).

残るは,カッコウとツツドリの2 種ということになる.

この2 種の識別は形態的にはかなり困難である.しかし,

樋口(1985) によれば, 翼縁で見分けることができる.

ツツドリでは翼縁に細長く白い部分があり, カッコウで

はこの部分に横縞がある. 問題の死体の翼縁には明瞭な

細長く白い部分があり( 図2), この点てこの死体はツツ

ドリであったことになる. ちなみに, To  jo d a7. (2002)

がツツドリのヒナの特徴として指摘した口内の黒斑は問

題の死体には見出せなかった.

さて, 死体とともに発見された卵については, どうで

あろうか. 兵庫県立人と自然の博物館所蔵のカッコウと

ツツドリの卵を並べてみたのが, 図3 である. カッコウ

の卵がツツドリよりも大きく, いわゆる卵型をしている

のに対し, ツツドリの卵は小型で楕円形をしているとい

う特徴が視覚的にみてとれる. そして, 問題の卵は大き

さ・形ともに明らかにツツドリのものに似ている. この

ことは, 卵の計測値によっても確認でき, 問題の卵は明

らかにツツドリの計測値の範囲内にある( 表1).

以上のことより, 六甲山中の山林内で著者らが発見し

た死体はツツドリであり, そばに落ちていた卵はこの鳥
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図1 六甲山で発見されたカッコウ類の死体と卵.

Figure 1 The  carcass and the egg found in a forest

Rokko.

図2 死体の翼縁. 左上の横長の白斑はこの鳥がカッコウではな

く, ツツドリであることを示している.

Figure 2  The  wing-edge  of the carcass. The  long  white

spot  at the  left-side indicates  that the  bird is the Oriental

Cuckoo  rather than  the Common  Cuckoo.

図3 ツツドリの卵( 上段) とカッコウの卵( 下段) の比較. 左上

(矢印) が六甲山で発見された卵であるが, 明らかにツツドリの卵

である. 他は兵庫県 立人と自然の博物館所蔵の卵標本である.

Figure  3  Comparison  between  eggs  of  the  Oriental

Cuckoo  (top) and  those  of the  Common  Cuckoo  (bottom)

stored  in Museum  of Nature  and  Human  Activities, Hyogo.

The  egg  from  Mt. Rokko  (top left) is clearly resembles  that

of the Oriental Cuckoo.

表1 六甲山で 発見されたカッコウ類の卵の大きさ(mm). 兵庫

県 立人と自然の博物館所蔵のツツドリ・カッコウと比較してある

Table 1 Size  of the egg (mm)  found at Mt. Rokko  compared

with those of the Oriental Cuckoo  and of the Common

Cuckoo  stored in Museum  of Nature and Human  Activities,

Hyogo.

がホストの巣の中に産み落とすべきものであったと考え

られる.

今回の発見は, ツツドリがホストの巣に托卵したこと

(繁殖行動をした) を示しているわけではないが, 六甲

山系でツツドリが繁殖していることを強く示唆してい

る. なお, ツツドリの代表的なホストであるセンダイム

シクイは六甲山系で繁殖している( 日本野鳥の会兵庫県

支部, 1996).

言射       辞

山階鳥類研究所の浦野栄一郎博士には, カッコウとツ

ツドリの識別について貴重な助言をいただいた. 林今日

子・伏原裕子・後藤順子の各氏には, 写真撮影などでお

世話になった. また,1名の匿名レフリーには原稿につい

て貴重なコメントをいただいた. これらの方に厚くお礼

申し上げる.

要   旨

2004年5 月15囗に六甲山中の山林で, 捕食されたと思

われるカッコウ類の死体を発見した. 死体の体内にあっ

たと思われる卵が1 つ発見された. 死体は,体の大きさ・

尾羽の模様・翼縁の特徴からツツドリと同定された. ま

た, 卵についても, 大きさ・形からツツドリのものと同

定された. この発見はツツドリが他の鳥の巣に托卵した

ことを確認したものではないが, 六甲山系で従来は繁殖

しないとされてきたツツドリが実際には繁殖しているこ

とを強く示唆している.
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